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三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 

 

「気象・災害データ×ＡＩ」による新たな防災・減災支援システムを提供開始 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：舩曵 真一郎）と 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社（社長：中村 光身）は、自治体向け防災・減災支援システム 

「防災ダッシュボード」を共同開発し、４月から自治体への提供を開始します。 

 三井住友海上とＭＳ＆ＡＤインターリスク総研は、本システムの提供を通じて、自治体の防災・減災 

対策を支援していきます。 

  

１．背景と目的 

自然災害が頻発化・激甚化する中、防災・減災の対策は重要な社会課題です。特に自治体は、 

地域住民の被害を軽減するため、事前に住民の避難誘導を行うなどのさまざまな措置を的確に行うこと

が求められます。 

そのような中、両社は「防災ダッシュボード」の提供を通じて、災害リスクにつながるリアルタイム 

気象データ、３０時間以上先の洪水予測データ、発災後のＡＩによる被害推定をダッシュボード上に 

わかりやすく一元的に可視化することで、住民の生命や財産を守るための地域社会における防災・減災

対策を支援します。 

 

２．サービス概要 

・複数の自治体における検証に基づき、さまざまな気象・災害データを地図やグラフ上に一元的に 

可視化するダッシュボード機能や過去の災害時における振り返り機能を提供します。 

・官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）における国立研究開発法人防災科学技術研究所からの 

委託研究で開発した被害推定システムを活用し、速やかに発災後の被害規模を可視化します。 

＜サービスフロー＞                ＜画面イメージ（降雨量）＞ 

  
 

３．今後の展開 

ＭＳ＆ＡＤグループは、これまでも台風や豪雨といった大規模災害に対して、さまざまなデータやデジ

タル技術を活用して保険引受の高度化、早期の保険金支払、リスクマネジメントサービスの提供に取り

組んできました。「防災ダッシュボード」は、自治体の水害事前対応の支援拡充に向け、宇宙航空研究開

発機構（JAXA）と東京大学が共同開発した Today’s Earth-Japan※ の予測プロダクトとの連携に 

関する検討・開発を進めています。今後は、気候変動が進む世界において、これらの蓄積したノウハウ

を活用し、将来的には自治体に加え、企業向けにもより幅広いリスクに対する防災・減災ソリューショ

ンの提供を目指していきます。 
 

※Today's Earth-Japanを含む"Today's Earth (TE)" は、JAXAが東京大学と共同で開発した陸上の水循環シミュレーショ

ンシステムです。河川流量や土壌水分量など、人間社会にとって重要な水に関するデータの配布と可視化を通して、災害

監視や水文学研究に役立てられています。https://www.eorc.jaxa.jp/water/index_j.html 

以 上 
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